
令和元年度 第２回 幕別町社会教育委員会議 

 

日 時 令和元年11月５日（火）午後２時 

場 所 幕別町教育委員会 会議室 

 

 

日 程 

 

１ あいさつ 

 

    幕別町社会教育委員会 委員長  岩谷 史人 

 

２ 報告事項 

 

   報告第１号  北海道社会教育研究大会参加報告について          2 

   報告第２号  社会教育係所管事業の報告について             2 

   報告第３号  社会体育係所管事業の報告について             8 

   報告第４号  生涯学習係所管事業の報告について             13 

   報告第５号  図書館所管事業の報告について                   16 

 

３ その他 
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○令和元年度 幕別町社会教育委員名簿 

番号 氏 名 住  所 備 考 

1 山田
や ま だ

 洋
ひろし

  (1)学校教育関係者 幕別小学校校長 新任 

2 鈴木
す ず き

 譲二
じょうじ

  (1)学校教育関係者 江陵高校副理事長 副委員長 

3 千葉
ち ば

 智子
と も こ

  (2)社会教育関係者 
NPOまくべつ町民芸

術劇場 
 

4 和田
わ だ

 良治
りょうじ

  (2)社会教育関係者 体育連盟  

5 中井
な か い

 一美
ひ と み

  (2)社会教育関係者 文化協会  

6 新倉
にいくら

 榛名
は る な

  (2)社会教育関係者 スポーツ推進員  

7 原田
は ら だ

 啓二
け い じ

  (2)社会教育関係者 
子ども会育成連絡

協議会 
 

8 松本
まつもと

 誠
まこと

  (2)社会教育関係者 PTA連合会会長 新任 

9 池田
い け だ

 明子
あ き こ

  (3)学識経験者 幕別市街  

10 山口
やまぐち

 由美子
ゆ み こ

  (3)学識経験者 札内市街  

11 新保
し ん ぼ

 都
みやこ

  (3)学識経験者 札内市街  

12 松田
ま つ だ

 哲
てつ

博
ひろ

  (3)学識経験者 幕別農村  

13 加藤
か と う

 広
ひろ

規
き

  (3)学識経験者 札内農村  

14 岩谷
いわたに

 史人
ふみひと

  (3)学識経験者 忠類地域 委員長 

15 井原
い は ら

 みきえ  (3)学識経験者 忠類地域  

任期：令和２年５月 29日まで 



 - 2 - 

２ 報告事項 

 

報告第１号 第 59回北海道社会教育研究大会参加報告について 

(1) 日 時  令和元年 10月 10日（木）～11日（金） 

(2) 場 所  帯広市 帯広市民文化ホール他 

(3) 参加者  ７名（岩谷委員長、鈴木副委員長、山口委員、新保委員、池田委員、 

井原委員、宮下社会教育係長） 

(4) 研究主題 「人生 100年時代の地域づくりと社会教育」 

～持続可能な地域創生と社会教育委員の役割～ 

(5) 内 容  ・記念講演 

「誰もが輝くプラチナ社会～人生100年時代の地域づくりと教育～」 

講 師 プラチナ構想ネットワーク会長 元東大総長 

                 （株）三菱総合研究所理事長 小宮山 宏 氏 

・パネルディスカッション 

            コーディネイター 岩谷 史人 氏（幕別町社会教育委員長） 

十勝に根ざし、地域づくりに、今チャレンジ中の人たちの思いを感じ、

つなげたい。まちづくり、地域づくり、地域活性化、コミュニティ再生

等の活動に挑戦中、または、イノベーションを求めチャレンジし続けて

いる若い人達の声を聞く。「令和の依田勉三」応援フォーラム。 

       ・分科会（６分科会） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

報告第２号 社会教育係所管事業の報告について 

 

１ 小学生国内研修派遣事業について 

【神奈川県開成町・高知県中土佐町】 

(1) 派遣日程 
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(2) 研修生名簿 

 
氏 名 性別 学校名 学年 備考 

１ 角谷 観理 女 幕別小学校 ５  

２ 武田 煌生 男 幕別小学校 ５  

３ 福原 琉心 男 幕別小学校 ５  

４ 山中 皓貴 男 幕別小学校 ５  

５ 島 梨々香 女 幕別小学校 ６  

６ 前多 妃南 女 幕別小学校 ６  

７ 田村 葵 女 糠内小学校 ５  

８ 齊藤 玲菜 女 糠内小学校 ６  

９ 中塚 一護 男 糠内小学校 ６  

10 大山 惺也 男 古舞小学校 ６  

11 岡部 ことこ 女 古舞小学校 ６  

12 小谷 瞭太朗 男 古舞小学校 ６  

13 谷内 陽葵 女 明倫小学校 ６  

14 原 みらい 女 白人小学校 ６  

15 水谷 祐亮 男 白人小学校 ６  

16 内山 悠月 女 札内南小学校 ５  

17 小濱 優來 女 札内南小学校 ５  

18 岡久 快人 男 札内南小学校 ６  

19 木村 優杏 女 札内南小学校 ６  

20 林 夏絵 女 札内南小学校 ６  

 

(3) 引率者３名 

  菅野教育長、石田生涯学習課長、山田主査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小田原城見学 カツオのたたき作り 四万十川カヌー体験 
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【埼玉県上尾市】 

(1) 訪問日程及び内容 

8:00 集合（1階　階段下ロビー） 8:20 文化センター　駐車場集合 ※荷物を持って集合 7:00 起床・食事・散歩

8:15 出発式・入場 8:30 〃　　　　出発 6:00 集　合 荷物の準備・荷造り・送り状

8:55 とかち帯広出発 9:00 川越水上公園 6:30 　出　発

Air Do 062便 　　　※貸切バス移動 9:00 集合（ロビー）

8:30 ディズニーランド入場 9:20 お別れ式

9:50 スポーツ総合センター発

10:40 羽田空港着 集合写真を撮る 10:24 上尾駅発

昼食 ↓ 11:06 東京駅着

12:30 羽田空港発 班行動 11:15 昼　食

14:00 (班ごとで昼食） 12:30 スカイバス発

14:30 川越水上公園発 （レインボーブリッジコース）

14:30 上尾市文化センター着 川越市内散策 13:20 〃　　　　着

16:30 18:00 ディズニーランド発帰路 15:28 東京駅発

15:00 受入式・上尾公民館 川越発 16:00 羽田空港着

<講座室４０１> 17:00 16:55 羽田空港発

15:45 記念撮影 文化センター着　解散 Air Do 067便

16:00 受入家庭と一緒に帰宅 20:00 スポーツ総合センター到着 18:35 とかち帯広空港着

　～22：00　入浴タイム 18:45 解散式　到着ロビー付近

23:00 消　灯 ※帽子・ネーム回収　

宿泊 ホームステイ 宿泊 ホームステイ 宿泊 スポーツ総合センター

8月3日（土） 8月4日（日） 8月5日（月） 8月6日（火）

受入式 川越水上公園 東京ディズニーランド お別れ式

歓迎会 川越市内散策 スポーツ総合センター 東京観光

 

(2) 研修生名簿 

 
氏 名 性別 学校名 学年 備考 

１ 田村 優衣 女 幕別小学校 ５  

２ 千葉 美侑 女 幕別小学校 ５  

３ 富田 連基 男 古舞小学校 ６  

４ 中村 和平 男 古舞小学校 ６  

５ 甲谷 徹平 男 白人小学校 ６  

６ 梅津 雄飛 男 札内南小学校 ５  

７ 森田 悠翔 男 札内南小学校 ５  

８ 吉岡 こはな 女 札内南小学校 ５  

９ 梅津 悠真 男 忠類小学校 ６  

10 森 汐菜 女 忠類小学校 ６  
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(3) 引率者３名  鎌田主幹、宮下社会教育係長、井原みきえ 子ども会忠類支部理事  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ２ 主催講座等について 

(1) 夏休み学び隊 

① 開催日程  令和元年７月 25日(木)～26日（金）、７月 29日（月）～８月１日(木) 

９:30～11：30 

② 会  場  札内コミプラ、札内南小学校 

③ 参加対象  幕別町内の小学４年生から６年生 

④ 内  容  学習は自習形式で学習教材・用具は各自で用意。  

         講師は、児童の質問に答え自主学習をお手伝い。 

    ※７月 26日（金）は、北海道新聞総合印刷帯広工場（音更町）を見学。 

⑤ 指導講師  札内コミプラ ：佐藤 清、鈴木志摩子、中寺雅子 

          札内南小学校 ：須﨑 曻、大西隆之、村上典子、南 輝雄 

長尾 稔、笠谷直樹 

※７月 29日（月）は、帯広大谷短大の学生９名がボランティア講師として参加。 

  ⑥ 参 加 者  札内コミプラ４名（白人小） 札内南小 47名（札南小） 合計 51名 

 

 

 

 

 

 

受入式 ディズニーランド 

川越市水上公園 
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(2) 「幕別町コミュニティカレッジ」 

① 第１回 兼しらかば大学教養講座 

・日 時  令和元年７月 12日（金）10：00～11：40 

・会 場  幕別町百年記念ホール 講堂 

  ・内 容  「くすりの正しい使い方」 

・講 師  北海道科学大学 山下美妃 教授 

・受講生  115 名 

 

 

 

３ 学校芸術鑑賞事業について 

 (1) 日 程  令和元年 11月 12日（火）～14日（木） 

 (2) 場 所  幕別町百年記念ホール 大ホール 

(3) 対 象  町内全小中学校 

(4) 内 容  演劇鑑賞 オブンガク堂 café「遠い約束 おじいさんのタイムカプセル」 
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報告第３号 社会体育係所管事業の報告について 

 

１ 幕別町チャレンジデー2019 

 (1) 日 時  令和元年５月29日（水） 

 (2) 場 所  幕別町内 

 (3) 対 象  当日、幕別町内にいる方 

 (4) 内 容  チャレンジデー当日、午前０時から午後９時までの間に、15分以上の運

動やスポーツを行った人の参加率を競う。幕別町は６回目の参加で、秋

田県にかほ市と広島県北広島町の三つ巴の対戦となりましたが、残念な

がら敗北した。 

         また、当日は「トランポリン体験教室」、「かんたんヨガ」など８のイベ

ントを開催し、そのうち全国共通イベントとして行われた「空き缶積み

上げ」では、本町から17チームが参加した。また、チャレンジデーに合

わせて、保健課主催の「ミニ健康フェスタ」を札内スポーツセンターで

開催した。 

 (5) 結 果  ×幕別町  人口 26,844人 参加者数 13,569人 参加率 50.5％ 

×にかほ市 人口 24,707人 参加者数 12,456人 参加率 50.4％ 

○北広島町 人口 18,777人 参加者数 11,184人 参加率 59.6％ 

 

 

 

 

 

 

 

２ 初心者水泳教室 

(1) 日 時  令和元年６月22日（土）10：00～11：30 

 (2) 場 所  幕別町民プール 

 (3) 対 象  町内小学生と幼児（年長児） 

 (4) 内 容  レベルに合わせた指導（参加者＝54人） 

 (5) 指導者  サタデースイミング少年団指導者 

 

 ３ パークゴルフ発祥の町第７回家族大会 

(1) 日 時  令和元年８月４日（日） 

(2) 場 所  俳句村コース 

(3) 参加者  中高生部門 ３人、家族部門 14組28人、 

一般部門 ９組18人 

  (4) その他  スポーツ合宿中の慶應義塾体育会野球部

12人も参加した。 
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４ リフレッシュ教室（主催 スポーツ推進委員会） 

 (1) 日 時  令和元年８月26日（月）、27日（火）、

29日（木） 19:15～20:30 

 (2) 場  所  農業者トレーニングセンター、忠類体育館、 

札内スポーツセンター 

(3) 内  容  ナウマンぞうり卓球体験 

(4) 延べ人数  51人 

 

５ 第９回ウォークラリーまくべつ（主催 スポーツ推進委員会） 

 (1) 日 時  令和元年10月12日（土） ９:30～ 

 (2) 場 所  集 合 札内南コミュニティセンター 

        コース 依田公園コース 6.8Km 

(3) 参加者  ６人 

 

６ 第９回まくべつマラソン大会(主催 まくべつマラソン大会実行委員会) 

 (1) 日 時  令和元年10月５日（土） ９:00～ 

 (2) 場 所  運動公園陸上競技場 

 (3) 種 目  小1・2男女1km、小3・4男女2km、小5・6男女3km、中学生男女5km、 

         高校生男女5km、一般男女（年齢制限なし）1km、一般男女（年齢制限な

し）3km、一般男女（年齢制限なし）5km 

 (4) 参加者  小学生131人、中学生７人、高校生１人、一般19人 計158人 

 

７ 令和元年度十勝管内スポーツ推進委員研修会 

(1) 日 時  令和元年９月14日（土） 13：30～ 

(2) 場 所  帯広市役所 

(3) 講 師  石橋 元気氏（視覚障害柔道選手）「置かれた場所」 

        あいおいニッセイ同和損保㈱の方々「ボッチャ（実技）」 

 

８ 令和元年度第61回北海道スポーツ推進委員研究協議会 

(1) 日 時  令和元年10月24日（木）～25日（金） 

(2) 場 所  札幌市教育文化会館 

(3) 講 師  一般社団法人コンサドーレ北海道スポーツクラブ代表理事 

 三上 大勝氏 

         「『北海道を元気に！』コンサドーレが取り組む総合型地域スポーツクラ

ブ」 
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９ 未来のオリンピック選手を育てる事業 

 ① バルシューレ教室 

(1) 日  時  平成31年４月６日（土） 10：00～11：30 

(2) 場  所  札内スポーツセンター 

(3) 内  容  ボールゲームを通じて、児童が楽しく関わりながらも、基礎運動能

力・社会性・思考性・自発性を身に付けられる教育研究をもったボー

ル教室 

(4) 参加者数  年少から小学２年生まで 34人 

(5) 指  導  NPO法人 幕別札内スポーツクラブ 

 

② フィジカル測定とチャレンジスポーツラリー 

(1) 日  時  令和元年10月６日（日） 9：00～13：30 

(2) 場  所  札内スポーツセンター、百年記念ホール前広場特設会場 

(3) 内  容  能力測定（５種目）及びトレーニング指導、さまざまなスポーツ体験

及び指導（７種目） 

(4) 参加人数  フィジカル測定      56人 

チャレンジスポーツラリー 106人 

 

 

 

 

 

 

 

③ オリンピアンふれあいイベント 

(1) 日  時  令和元年10月27日（日） 13：30～15：30 

(2) 場  所  札内スポーツセンター前特設会場 

(3) 内  容  町内出身のオリンピアンと一緒にスポーツ競技体験 

(4) 参加人数  小中学生 80人 

(5) ゲ ス ト  福島千里選手（短距離陸上）、山本幸平選手（マウンテンバイク）、桑

井亜乃選手（女子７人制ラグビー） 
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 10 車いすラグビー日本選手権予選リーグ 

(1) 日  時  令和元年７月27日（土）～28日（日） 

(2) 場  所  札内スポーツセンター 

(3) 出場チーム  SILVERBACKS（北海道）、TOHOKU STORMERS（東北）、FREEDOM（高知県） 

(4) 来場者数  延べ241人 

(5) 内  容  幕別町スポーツ合宿誘致実行委員会が主催となり、車いすラグビー日

本選手権予選リーグの大会を受け入れた。大会開催中は、競技用車い

す試乗体験やパラリンピアンによるトークショーを行ったほか、大会

運営にあたり、地域のボランティアスタッフや町内の就労支援事業所

の協力をいただいた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

11 慶應義塾体育会野球部によるスポーツ合宿 

(1) 日  時  令和元年８月２日（金）～８月８日（木） 

(2) 場  所  幕別運動公園野球場他 

(3) 受入人数  48人（監督1人、助監督1人、トレーナー1人、コーチ1人、選手31人、

学生スタッフ8人、マネージャー5人） 

(4) 内  容  幕別町スポーツ合宿誘致実行委員会が主催となり、慶應義塾体育会野

球部の合宿を受け入れた。合宿期間中は、公開練習、小中学生を対象

とした野球教室や学習指導、監督等による講演会、オープン戦（東海

大学北海道キャンパス、北海学園大学）を行った。 
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12 町民と考えるオリンピアンの町ワークショップ 

平成30年度から「オリンピアンの町創生事業」を展開し、今後も町民一人ひとりがスポー

ツに関わり、「オリンピアンの町」として誇れるまちとするため、「町民と考えるオリンピア

ンの町ワークショップ」を設置し、スポーツを軸としたまちづくりを考える。 

幅広い意見を掘り起こすため、スポーツ関係者（団体)ではなく、初めての試みとして、無

作為で抽出した町民から、ワークショップの申込みがあった11人を構成員としている。 

ワークショップを進めるうえで、行政の取組を把握し、町民のみなさんが感じることなど

を議論するとともに、スポーツ関係者からの意見や視点の提供を踏まえ、行政への要望に終

始するのではなく、自分たちができることから考えることで、今後の政策や事業をより効率

的・効果的に推進していく。 

① 日 時 平成31年４月23日(火)、令和元年６月29日(土)、10月27日(日) 

② 場 所 札内コミュニティプラザ 
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報告第４号 生涯学習係所管事業の報告について 

 

１ ちびっこ水泳教室の開催について 

(1) 日 時  令和元年６月 15日（土）～16日（日） 

         10：00～12：00 

(2) 場 所  忠類町民プール 

(3) 内 容  忠類小学校 

(4) 指 導  サタデースイミング少年団指導者（３人） 

(5) 参加者  15 日 14名 16日 13 名 

 

 ２ 忠類ナウマン象化石骨発見 50周年記念事業 

  故郷応援企画 

  (1) 日 時 令和元年７月 29日（月）～８月 26日（月） 

９：00～17：00 

(2)  会 場 忠類ナウマン象記念館 

(3) 内 容 現代アート作品 

      加藤かおり 展 

(4) 入場者 3,073 人 

 

◇札幌市円山動物園「かぼちゃプロジェクト」 

  四頭のアジアゾウは、日本とミャンマー連邦共和国の国交樹立 60周年を記念してミャン

マーから寄贈され、2018 年 11月 30日に空輸され、2019年３月 12日に公開されました。 

化石象と現代象のつながりとして連携し忠類小学校で育てたかぼちゃを札幌市円山動物

園のゾウさんにプレゼントする「かぼちゃプロジェクト」を企画した。 

〇６月６日 同動物園の動物の糞をたい肥に小学校農園にかぼちゃの苗を植える。 

〇９月５日 忠類小学校６年生が同動物園加藤園長にかぼちゃ 

プレゼントの目録贈呈 

〇９月 20日 かぼちゃプレゼント 

       トークショー開催 

 

 

 

 

 

  

 

栽培したかぼちゃ 
かぼちゃ苗植 

≪記念行事予定≫ 

◇特別展 
2019年 10月 5日（土）～11 月 4 日（月・祝） 

「忠類で発見された化石たち～ナウマン象化石の里帰り」 

会場：忠類ナウマン象記念館 

◇記念講演 
2019年 10月 27 日（日）9時～15時 

○「忠類ナウマン象：緊急発掘・クリーニングと保存・そして本発掘へ」 

  講師：北海道教育大学名誉教授 木村 方一 氏 

○「ゾウが来た道 平成版 ミャンマーから来たゾウ達」 

講師：札幌市円山動物園飼育展示課調整担当係長 朝倉 卓也 氏 

会場：忠類コミニティセンター大ホール 

2019年 11月 2日（土）18時 30 分～20時 30分 

「忠類に生き、忠類によみがえったナウマンゾウ」 

  講師：滋賀県琵琶湖博物館 館長 高橋 啓一 氏 

会場：忠類ナウマン象記念館 

◇発掘調査 
2019年 10月 29 日（火）～11月 2日（土）5日間 

会場：ナウマン象化石発見地点 
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◇記念講演会 

(1) 日 時 令和元年 10月 27日（日）  開場９：00 

・特産品等販売/協力機関ＰＲ  ９：00～15：00 

・休憩 12：00～13：00   懐かしい映像上映  他 

(2) 会 場 忠類コミュニティセンター 

(3) 内 容 第１部 10：00～12：00 

「1969奇跡の夏～生涯の思い出」 

講 師 北海道教育大学名誉教授  木村方一 氏 

第２部 13：00～14：30 

「ゾウが来た道 平成版 ミャンマーからきたゾウ達」 

講 師 札幌市円山動物園飼育展示課調整担当係長 朝倉卓也 氏 

 

(1) 日 時 令和元年 11月２日（土）  

開場 18：00 開演 18：30 

(2) 会 場 忠類ナウマン象記念館 

(3) 内 容 「忠類に生き、忠類によみがえったナウマンゾウ」 

講師 滋賀県立琵琶湖博物館 館長 高橋啓一 氏 

 

◇特別展  「忠類で発見された化石たち～忠類ナウマン象化石の里帰り」 

(1) 日 時 令和元年 10月５日（土）～11 月４日（月・祝） 

(2) 場 所 忠類ナウマン象記念館 

(3) 内 容 忠類ナウマンゾウの化石骨全てを展示  

北広島市マンモスゾウの実物大模型展示 

 

 

 

 

 

 

 

 

10月１日 忠類小・中学生と一緒に特別展を展示 
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◇発掘調査 

(1) 日 時 令和元年 10月 29日（火）～ 

11月２日（土） ５日間 

       一般見学 ９：00～16：00 頃（日没） 

(2) 場 所 忠類ナウマン象発掘跡地 （幕別町忠類晩成） 

 

 

 

 

 

３ 生涯学習講演会の開催について 

(1) 日 時  令和元年８月 26日（月） 19：00～ 

(2) 場 所  忠類ナウマン象記念館 

(3) 内 容  忠類ナウマン象化石骨発見 50周年記念事業 

        「歴史語りと時代の音楽」バイオリンコンサート 

        バイオリニスト 杉田知子 

(4) 参加者  45 人 

 

 

４ ミニ発掘体験の開催について 

(1) 日 時 令和元年 11月 30日（土） 

       ・１部 13：15～ ・２部 14：15～ 

       ・対象 忠類小・中学生 

       令和元年 11月 30 日（土） 

・１部 11：00～ ・２部 13：30～   

(2) 場 所  ナウマン象記念館 研修室 

(3) 指 導  足寄動物化石博物館 澤村館長 
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報告第５号 図書館所管事業の報告について 

 

【令和元年度実施事業】 

 

１ 学校図書館支援事業 

第３期幕別町子どもの読書活動推進計画の大きな柱のひとつに、「学校図書館の整備・充

実」を掲げています。 

図書館では、子どもたちの読書環境の充実を図るため、移動図書館車による小学校等への

司書の訪問や、中学校図書館の蔵書登録と蔵書管理支援など、各学校との連携に努めてい

ます。また、ボランティアグループに協力いただき、学校での読み聞かせも実施していま

す。 

 

２ 読書週間事業 ～「本のおもしろさはじける！ポップ（POP）コーン（コンテスト）」 

ひとりでも多くの方に図書館を利用していただこうと、読書週間事業を行っています。 

ＰＯＰコンテストは、キャッチコピーや文章・イラストなどを用いて本の魅力を伝えるメ

ッセージカードを募集するコンテストですが、メッセージカードを作ることで、より深く作

品の内容に触れる機会や、気に入った作品を紹介する楽しさを提供することを目的に開催し

ています。 

上半期は、イラストが苦手な方のためにキャッチコピーや文章だけの「文豪部門」を「子

どもの読書週間」に合わせて５月から９月に開催しましたが、幼児から大人の４部門に32名

の応募がありました。応募作品のコピーを全館に掲示し、本を借りていただいた方の投票で

審査を行いましたが、投票総数は、3,191点でした。９月16日には表彰式を開催し、入賞者

29名のうち９名に出席いただきました。 

下半期は、絵と文章による「画伯部門」を「秋の読書週間」にかかる期間とし７月から１

月に開催し、審査期間は12月26日まで、１月に授賞式を予定しています。 

 

３ 町民文芸「まくべつ」35号を発行 

特集「【ドキュメント】髙木姉妹の平昌五輪」 

2018年に平昌で開催された冬季五輪で、幕別町で生まれ育った 

姉妹が大きな快挙を成し遂げました。本特集は、髙木姉妹が残し 

た感動の場面を振り返り、幼い頃から大切に育て、今回の活躍を 

温かく見守ってくれた方々から寄稿していただいた「喜びの声」 

を掲載しております。 

  グラビア「花の彩に魅せられて」は押し花とパッチワークを４ 

作品、幕別町を題材とした「十勝丘陵」を発表した伊藤桂子さんの小説「信濃の森の寓

居にて」も掲載しています。文芸誌は、１冊500円で幕別町図書館（本館・札内分館・忠

類分館）、幕別町役場札内支所・忠類総合支所で販売しております。 

◆第36号（令和２年10月１日発行予定）の原稿を募集中（R2.3.31まで） 
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４ 東部４町図書館交流連携事業 

東部４町（幕別町・豊頃町・浦幌町・池田町）の図書館が交流し、子どもの読書活動を推

進することを目的に合同イベントを開催しました。（H26年度：東部３町、H27年度～：東部

４町） 

(1) ４deビンゴ【7/20(土）～8/18(日）・全館】 

本を借りることで回答権が得られる「図書館クイズ」、忍者にちなんだ「ミッション」

を遂行することで達成できる「４deビンゴ」を行いました。新規に参加された方も多く

見受けられ、幕別町図書館全体としても参加者が増加しました。（幕別町図書館での参加

者255名、東部４町の２館達成者数26名、４館の達成者数15名） 

 

(2) ステキな七夕プレゼント「星に願いを」【7/28(日）・本館】 

浴衣、甚平を着てこられた方、星をモチーフにしたものお持ちいただいた方に、折り

紙の手裏剣をプレゼントしました。（参加者37名） 

 

５ 図書館夏まつりin幕別本館【7/28(日)・本館】 

東部４町図書館交流連携事業に合わせて、幕別図書館単独事業として図書館夏まつりを開

催しました。 

(1) 忍者修行・隠れ身の術を見破れ！（参加者37名） 

(2) 忍者修行・すいとんの術！（参加者37名） 

(3) パオくんとジャンケン大会（参加者40名） 

(4) こども縁日（参加者数37名）  

(5) パオ師範になろう！（参加者23名） 

 

６ ちょっとしたアイデアで楽しく！やさいづくり教室【6/9(日)・本館】 

農村漁村文化協会から講師を招いて、同協会から出版されている野菜づくりのコツと裏

技のＤＶＤを上映し、講師による補足説明と参加者の質問に回答いただきました。（参加者

数20名） 
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７ 図書館バッグ販売イベント【5/12(日)・本館】 

幕別町図書館のさまざまな活動を担う、「まぶさ

LED 」（まくべつBOOK サポーター/図書館エディタ

ー）と共催で行った図書館オリジナルキャラクター

トートバッグの企画は、「知と地をつなぐプログラ

ム」をコンセプトに、おかゆの会や中札内高等養護

学校幕別分校、地元商店等も関わり、知の拠点であ

る図書館と地域を結ぶ事業となりました。101個完

売となったバッグ販売の他に３つのボランティア団体による読み聞かせ、軽食販売、ＡＲ

体験ゲームも行い、多くの来場者に楽しんでいただけました。 

 

８ ストレスケア講座～アロマでリフレッシュ～【6/29(土)・本館】 

ケアストレスカウンセラーを講師に招き、ストレスについての講話とともにストレスチ

ェックを実施し、ストレスへの理解を深めました。また、ラベンダーの精油を使用しクリ

ームを作り、香りによるストレス解消を体感しました。（参加者数20名） 

 

９ まくべつテーブルトークＲＰＧ 忠類の埋蔵金を追え！～チョマナイ山埋蔵金伝説～ 

 【7/26（金）～27（土）・本館】 

忠類に伝わる丸山の埋蔵金伝説を元に作成した小学生用

と中学生用のシナリオを使用して、会話しながら物語の選

択肢を選ぶことやシナリオと異なる結末を考えたり、楽し

く文章と触れ合う機会となりました。（参加者数22名） 

 

10 平田オリザ学校ワークショップ 

【10/7(月)・幕別小学校、幕別中学校】 

幕別町町友である平田オリザ氏により「演劇の手法を用いたコミュニケーション教育」と

して幕別小学校と幕別中学校でワークショップを行いました。グループで相談する場面、演

劇の発表、他グループの観覧の時など、子どもたちの表情がとても豊かで演劇の授業をとて

も楽しんでいる様子が伺えました。ワークショップ終了後は、教員対象に「いま、なぜ、コ

ミュニケーション教育なのか？」と題して、レクチャーと意見交換会を開催しました。（ワ

ークショップ参加者数54名、意見交換会参加者数16名） 
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11 まくバス（さつバス）de映画会【毎月１日のコミバスデー、５月・10月・１月を除く・本館】 

毎月１日(土・日・祝日の場合は翌運行日)のコミバス無料の日に合わせて、映画会を開催

しています。お茶やコーヒーを用意し、くつろいだ雰囲気のなかで上映しています。今年

度は町民からの要望のあった札内地区での映画会を７、８月に実施しました。（参加者数延

べ168名[４～９月]） 

 

12 ハロウィンパーティin図書館本館【10/19（土）・本館】 

ハロウィンというイベントを通じて、異文化にふれる機会を提供し、英語に親しんでも

らうことを目的に開催しました。国際交流員のレイン・クリントンさんによる、英語での

絵本の読み聞かせを行ったほか、ハロウィンにちなんだゲームなどで、幼児から小学生を

中心に楽しんでいただきました。（参加者数49名） 

 

 

 

 

13 地方創生推進交付金事業【図書館を核とした活字と笑いで活気あるまちづくり事業】 

平成28年度に国の交付金事業を活用して購入した疲労・ストレス測

定器でストレス測定を実施しています。本館、札内分館、忠類分館を

毎月10日ずつ巡回設置しています。落語会は、12月に２会場で開催を

予定しています。有識者による図書館アドバイザー会議・ストレスケ

ア講座・まくべつテーブルトークＲＰＧ・平田オリザ学校ワークショ

ップについてもこの事業を活用しています。 

 

14 その他 

マイファーストブックサポート、スワディ講座（指ヨガ[11月]）、北の本箱、図書テーマ

特別展示（毎月更新）、切り絵の会作品展、雑誌無料配布[４月]、古本交換市[６月・11月]、

ボランティアグループによる読み聞かせや紙芝居、ボランティアによる本の修理など多彩

な図書館活動を実施中です。小・中・高校生の職場体験や小学生の社会見学も受け入れし

ています。 
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図書館主要データ（平成30年度末） 

 

蔵書点数①      248,362冊 

貸出点数②      163,540冊 

貸出者数③       30,568人 ※館内閲覧・行事参加を除く 

総利用者数④      44,551人 ※館内閲覧・行事参加を含む 

町の人口⑤       26,716人 （平成30年度末） 

登録者数⑥       16,344人 

開館日数⑦        296日 

移動図書館者運行日数    176日 

蔵書密度         9.3点 ①÷⑤（町民1人当たり蔵書点数） 

貸出密度         6.1点 ②÷⑤（町民1人当たり貸出点数） 

実質貸出密度       10.0点 ②÷⑥（登録者1人当たり貸出点数） 

資料回転率         0.66  ②÷①（蔵書の貸出率） 

登録率          61.2％ ⑥÷⑤（町民の登録率） 

1日平均貸出点数     552.5点 ②÷⑦ 

本  館      253.4点 ※ＢＭ含む 

札内分館      255.9点 

忠類分館       43.1点 

１日平均貸出者数    103.3人 ③÷⑦ 

本  館       41.3人 ※ＢＭ含む 

札内分館       53.3人 

忠類分館       8.7人 

１日平均総利用者数   150.5人 ④÷⑦ 

本  館       60.1人 ※ＢＭ含む 

札内分館       77.7人 

忠類分館       12.7人 

町民１人当たり利用回数 

      ③÷⑤  1.1回 

図書館管理費決算額  41,918,919円 

うち蔵書購入費   8,124,483円 ※AVを含む 

 

1-1 蔵書点数と貸出点数 

  

 



 - 21 - 

３ その他 

 

 ・十勝東部４町社会教育委員研修会 

会場：池田町西部地域コミュニティセンター（池田町字利別東町 12 番地 11） 

   期日：令和元年 11 月５日（火） 午後３時 45分～午後５時 45分 

 

・十勝東部４町社会教育委員交流会 

会場：居酒屋「寿楽の息子」（池田町字東１条 36番地９） 

   期日：令和元年 11 月５日（火） 午後６時～午後８時 

 

 

 

 

 ※今後の委員会等開催予定 

 

① 令和元年度第３回社会教育委員会 

(1) 日 時  令和２年３月上旬（予定） 

(2) 場 所  教育委員会会議室  

【主な議案】令和元年度文化賞・スポーツ賞等の選考 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


